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一　

は
じ
め
に

　

日
本
の
憲
法
学
で
は
、
健
康
と
い
う
テ
ー
マ
に
照
準
が
あ
っ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い）

1
（

。
ま
し
て
や
、
そ
れ
が
個
人
の
主
観
的
権

利
と
し
て
成
立
す
る
こ
と
が
本
格
的
に
主
張
さ
れ
た
こ
と
も
な
い）

2
（

。
憲
法
学
に
お
け
る
健
康
と
い
う
ト
ポ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
偶
発

的
で
し
か
な
か
っ
た
し
、
今
の
と
こ
ろ
健
康
権
と
い
う
言
葉
も
国
民
全
体
の
健
康
利
益
の
実
現
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
た
標
語
に

す
ぎ
な
い
。

　

し
か
し
そ
の
こ
と
は
、
健
康
が
憲
法
上
の
テ
ー
マ
と
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
一
方
で
は
公
共
の
福
祉
の
観

点
か
ら
、
薬
事
法
違
憲
判
決
は
、「
国
民
の
生
命
及
び
健
康
に
対
す
る
危
険
の
防
止
」
を
「
重
要
な
公
共
の
利
益
」
と
捉
え
て
い
る

し
）
（
（

、
平
成
元
年
の
公
衆
浴
場
法
合
憲
判
決
は
、
国
民
の
保
健
福
祉
の
維
持
が
「
ま
さ
に
公
共
の
福
祉
に
適
合
す
る
」
こ
と
を
再
確
認

し
て
い
る）

（
（

。
他
方
で
は
人
権
の
観
点
か
ら
は
、
広
義
の
環
境
権
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
内
容
に
、
健
康
権
と
呼
び
う
る
内
容
が
含
ま
れ

て
い
る
。
環
境
権
は
、「
最
も
広
く
は
大
気
・
水
・
光
・
音
・
臭
い
等
の
自
然
環
境
に
加
え
、
医
療
・
上
下
水
道
等
の
生
活
環
境
、

さ
ら
に
は
景
観
・
図
書
館
等
の
文
化
環
境
、
遺
跡
等
の
歴
史
環
境
な
ど
を
含
め
て
観
念
さ
れ
る
」
が）

5
（

、
こ
の
う
ち
大
阪
空
港
公
害
訴

訟
高
裁
判
決
は
、「
個
人
の
生
命
、
身
体
、
精
神
お
よ
び
生
活
に
関
す
る
利
益
は
、
各
人
の
人
格
に
本
質
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
そ

の
総
体
を
人
格
権
と
い
う
こ
と
が
で
き
」
る
と
し
て）

（
（

、
憲
法
一
三
条
の
人
格
権
で
カ
バ
ー
で
き
る
範
囲
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
環
境
権
を
主
張
す
る
意
義
が
本
来
的
に
人
格
権
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る）

7
（

の
だ
と
す
れ
ば
、
人
格
権
の
一
内
容
と
し
て

の
「
個
人
の
生
命
、
身
体
、
精
神
お
よ
び
生
活
に
関
す
る
利
益
」
に
基
づ
く
訴
訟
が
環
境
訴
訟
に
な
り
う
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ

ら
の
利
益
が
「
環
境
」
権
の
一
内
容
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
こ
で
そ
の
本
質
と
し
て
論

じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
公
害
等
に
よ
っ
て
損
な
わ
れ
る
べ
き
で
な
い
「
個
人
の
生
命
、
身
体
、
精
神
お
よ
び
生
活
に
関
す
る
利
益
」

で
あ
り
、
人
格
権
の
一
内
容
と
し
て
の
各
人
の
健
康
上
の
利
益
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
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以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
前
提
と
す
れ
ば
、
日
本
国
憲
法
（
学
）
も
「
健
康
」
と
い
う
テ
ー
マ
と
は
決
し
て
無
縁
で
は
な
い
。

し
か
し
、
日
本
で
は
健
康
権
と
し
て
主
張
さ
れ
る
も
の
の
内
実
や
方
向
性
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
、
さ
ほ
ど
直
接
的

な
条
文
上
の
端
緒
を
持
た
な
い
日
本
国
憲
法
で
、
直
截
に
こ
れ
を
論
じ
る
の
は
難
し
い
。
本
稿
で
は
、
憲
法
上
の
テ
ー
マ
と
し
て
の

「
健
康
」
の
構
造
を
理
解
す
る
た
め
に
、
ド
イ
ツ
基
本
法
お
よ
び
そ
の
学
説
・
判
例
を
参
考
に
、「
健
康
権
」
の
成
立
範
囲
と
そ
の
限

界
を
検
討
し
た
い
。
な
お
考
察
範
囲
は
、
主
に
主
観
的
権
利
と
し
て
成
立
し
う
る
範
囲
に
限
定
す
る
。

二　
「
健
康
権
」
の
法
的
性
質

　

仮
に
憲
法
に
「
健
康
権
（Recht auf Gesundheit

）」
が
書
か
れ
て
い
る
と
し
て
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
法
的
性
質
を
持
つ
だ
ろ

う
か
。
二
つ
の
選
択
肢
が
あ
る
。
実
質
的
な
国
家
目
標
規
定
か
、
主
観
的
権
利
か
で
あ
る
。
後
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
さ
ら
に
防
御

作
用
、
防
御
請
求
（
＝
保
護
義
務
）
作
用
、
給
付
請
求
作
用
の
存
否
が
問
題
と
な
る
。

　

ド
イ
ツ
基
本
法
に
は
、「
健
康
権
」
に
直
接
該
当
す
る
基
本
権
も
、「
健
康
」
国
家
目
標
規
定
も
存
在
し
な
い
が）

8
（

、「
健
康
権
ま
た

は
国
家
目
標
と
し
て
の
健
康
」
と
い
う
形
で
論
じ
ら
れ
、
再
構
成
さ
れ
て
い
る）

9
（

。

（
一
）　

国
家
目
標
と
し
て
の
「
健
康
」

　

国
家
目
標
規
定
と
は
、
国
家
が
目
指
す
べ
き
目
標
を
定
め
た
憲
法
規
定
で
あ
り
、
そ
の
具
体
例
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
基
本
法
（
連

邦
憲
法
）
二
〇
条
一
項
の
社
会
国
家
原
理
（
社
会
的
安
全
お
よ
び
社
会
的
正
義
の
追
及
）
や
、
同
二
〇
ａ
条
の
環
境
・
動
物
保
護
条
項

が
あ
る
。
権
利
と
し
て
構
成
す
る
よ
り
も
、
よ
り
広
範
に
規
律
を
及
ぼ
せ
る
の
が
利
点
で
あ
る）

（（
（

。

　

実
は
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
国
家
目
標
の
次
元
で
は
、「
健
康
」
は
す
で
に
規
律
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
社
会
国
家
原
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理
の
一
内
容
と
し
て
の
「
健
康
」
は
、
少
な
く
と
も
基
本
権
制
約
の
正
当
化
事
由
と
し
て
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
も
重
視

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
超
え
て
立
法
・
解
釈
指
針
と
し
て
「
健
康
」
を
十
全
に
機
能
さ
せ
た
け
れ
ば
、
社
会
国
家
原
理
の
一
内
容
と

し
て
、
ま
た
は
環
境
保
護
条
項
の
関
連
事
項
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、「
健
康
」
そ
れ
自
体
を
国
家
目
標
と
し
て
規
定
す
る
必
要
が

あ
ろ
う
。
そ
の
際
、「
健
康
の
保
護
・
促
進
」
と
い
う
観
点
の
固
有
性
が
問
題
と
な
る
が
、「
健
康
」
が
行
政
法
、
社
会
法
、
環
境
法
、

医
事
法
―
―
公
衆
衛
生
、
疾
病
保
険
、
生
活
環
境
、
公
害
対
策
、
食
品
安
全
な
ど
―
―
様
々
な
分
野
に
跨
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

「
健
康
」
と
い
う
ト
ポ
ス
の
設
定
に
は
一
定
の
意
味
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
二
）　

権
利
と
し
て
の
「
健
康
」

　

他
方
で
、「
健
康
」
は
権
利
と
し
て
成
立
す
る
だ
ろ
う
か
。
ド
イ
ツ
で
は
、「
健
康
権
（D

as Recht auf Gesundheit

）
は
、
憲
法

上
粗
っ
ぽ
い
形
象
（verfassungsflüchtiges Gebilde

）」
で
あ
る
と
か）

（（
（

、「
健
康
権
は
存
在
し
な
い
」
と
さ
れ
る）

（（
（

。
も
っ
と
も
、
一

般
的
に
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
な
い
だ
け
で
、「
健
康
権
」
の
規
範
内
容
を
形
成
す
る
候
補
は
存
在
す
る
。
基
本
法
二
条
二
項
一

文
で
定
め
ら
れ
た
、「
生
命
お
よ
び
身
体
を
傷
つ
け
ら
れ
な
い
権
利
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
近
時
で
は
、
ニ
コ
ラ
ウ
ス
決
定
（
詳
し
く

は
後
述
）
を
通
じ
て
、
社
会
国
家
原
理
と
結
び
つ
い
た
一
般
的
行
為
自
由
か
ら
、
疾
病
保
険
給
付
の
給
付
請
求
権
が
認
め
ら
れ
た
と

の
見
解
も
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
候
補
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
重
要
な
の
は
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
作
用
（
権
利
内
容
）
を
有

し
て
い
る
か
で
あ
る
。

１　

生
命
お
よ
び
身
体
を
傷
つ
け
ら
れ
な
い
権
利
の
発
展
段
階
―
―
防
御
作
用
か
ら
請
求
作
用
へ

　

基
本
法
二
条
二
項
一
文
は
、「
何
人
も
、
生
命
へ
の
権
利
お
よ
び
身
体
を
害
さ
れ
な
い
権
利
を
有
す
る
」
と
定
め
る
。
こ
れ
は
、

ナ
チ
時
代
の
残
虐
行
為
へ
の
対
処
と
し
て
規
定
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
国
家
は
原
則
的
に
生
命
お
よ
び
身
体
に
侵
襲
し
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て
は
な
ら
ず
、
個
人
は
そ
れ
と
対
応
す
る
権
利
を
有
す
る
。
生
命
お
よ
び
身
体
は
、
国
家
に
よ
る
強
制
ア
ク
セ
ス
か
ら
保
護
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
身
体
の
完
全
性
は
、
他
の
す
べ
て
の
基
本
権
と
そ
の
享
受
の
基
礎
で
あ
る
。
当
初
、
そ
の
権
利
は
、
国
家
が
個

人
の
生
命
お
よ
び
身
体
に
危
害
を
加
え
る
状
況
を
前
提
と
し
て
、
防
御
作
用
の
発
揮
を
期
待
さ
れ
て
い
た
が
、
時
の
経
過
の
中
で
、

同
権
利
は
防
御
権
か
ら
出
発
し
て
、
テ
ー
マ
的
お
よ
び
構
造
的
に
、
三
つ
の
発
展
を
遂
げ
た
と
さ
れ
て
い
る）

（（
（

。

　

第
一
に
、「
身
体
が
傷
つ
け
ら
れ
な
い
こ
と
（K

örperliche U
nversehrtheit

）」
の
意
味
の
テ
ー
マ
的
拡
張
で
あ
る）

（（
（

。
連
邦
憲
法

裁
判
所
は
、
一
九
八
一
年
航
空
機
騒
音
決
定
で
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
憲
章
の
健
康
の
定
義
と
結
び
つ
け
て
、「
身
体
が
傷
つ
け
ら
れ
な
い
こ
と
」

に
は
、
心
理
的
（psychisch
）
か
つ
感
情
的
に
（seelisch

）
傷
つ
け
ら
れ
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
「
社
会
的
に
満
た
さ
れ
た
状
態

（soziale W
ohlbefindung

＝social w
ell-being

）」
も
含
ま
れ
る
と
し
た）

（（
（

。
さ
ら
に
同
裁
判
所
は
、
移
植
待
機
が
問
題
に
な
っ
た
一

九
九
九
年
の
事
例
で
、「
医
学
研
究
の
水
準
に
よ
れ
ば
原
理
的
に
ア
ク
セ
ス
可
能
な
治
療
―
―
そ
れ
に
よ
り
延
命
や
少
な
く
と
も
痛

み
の
軽
減
が
も
た
ら
さ
れ
る
―
―
が
拒
否
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
国
家
の
規
律
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
場
合
に
は
」、
基
本
法
二
条

二
項
一
文
の
保
障
と
抵
触
す
る
と
し
た）

（（
（

。
さ
ら
に
後
述
す
る
ニ
コ
ラ
ウ
ス
決
定
に
お
い
て
は
、
基
本
法
二
条
二
項
一
文
違
反
も
（
同

時
に
）
指
摘
さ
れ
た）

（（
（

。

　

第
二
に
、
基
本
法
二
条
二
項
一
文
の
構
造
的
変
化
が
あ
る）

（（
（

。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
早
く
か
ら
防
御
作
用
を
超
え
て
、
国
家
に
よ

る
基
本
権
法
益
保
護
の
義
務
づ
け
を
発
展
さ
せ
て
き
た
。
国
家
は
、
他
者
、
私
人
ま
た
は
状
況
が
法
益
に
干
渉
し
て
い
る
場
合
に
は
、

当
該
法
益
の
保
護
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
保
護
義
務
に
よ
る
国
家
に
向
け
ら
れ
た
防
御
請
求
は
、
基
本
法
二
条
二
項
一

文
か
ら
従
来
の
防
御
機
能
を
奪
い
去
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
を
補
充
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
ち
な
み
に
、
保
護
義
務
は
、
保
護

請
求
権
と
同
一
で
は
な
い
が
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
特
に
理
由
づ
け
な
く
、
保
護
義
務
違
反
は
基
本
権
侵
害
と
し
て
主
張
さ
れ
う

る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
保
護
義
務
に
は
促
進
義
務
、
保
護
請
求
に
は
促
進
請
求
を
付
け
加
え
ら
れ
れ
ば
、
も
は
や
社
会
的
基
本

権
と
の
区
別
は
難
し
く
な
る）

（（
（

。
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第
三
に
、
基
本
法
二
条
二
項
一
文
の
更
な
る
構
造
的
変
化
が
あ
る）

（（
（

。
そ
れ
は
基
本
権
保
護
の
前
倒
し
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
基
本

権
は
侵
害
が
あ
っ
て
初
め
て
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、
す
で
に
行
わ
れ
た
侵
害
の
排
除
と
将
来
的
な
侵
害
の
予
防
の
両
方
に
対
応
す

る
こ
と
に
な
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
明
ら
か
に
他
の
基
本
権
と
は
異
な
り
、
す
で
に
危
険
か
ら
の
保
護
を
定
式
化
し
て
お
り
、

そ
の
限
り
で
真
正
の
防
御
権
を
超
え
て
い
る
。
健
康
の
保
護
と
促
進
の
た
め
の
国
家
の
予
防
措
置
へ
の
請
求
権
が
そ
こ
に
含
ま
れ
る

こ
と
に
な
ろ
う
。

２　

社
会
保
険
給
付
を
求
め
る
権
利
？
―
―
給
付
請
求
作
用

　

ニ
コ
ラ
ウ
ス
決
定
で
主
た
る
審
査
の
規
準
と
な
っ
た
の
は
、
社
会
国
家
原
理
と
結
び
つ
い
た
基
本
法
二
条
一
項
（
契
約
の
自
由
）

で
あ
る
。
確
か
に
、
社
会
保
険
の
強
制
は
、
一
般
的
行
為
自
由
に
抵
触
す
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
権
限
審
査

が
な
さ
れ
て
き
た
。
本
決
定
で
は
、
し
か
し
公
的
疾
病
保
険
の
「
拠
出
と
給
付
」
の
比
例
的
関
係
が
審
査
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
国
民
の
健
康
維
持
は
、
社
会
国
家
原
理
上
の
重
要
な
任
務
で
あ
る
た
め
、
審
査
は
慎
重
を
要
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
本
決
定

が
定
立
し
た
規
範
は
、「
治
癒
の
見
通
し
が
全
く
立
た
な
い
わ
け
で
は
な
い
、
ま
た
は
病
状
経
過
に
対
し
て
認
識
可
能
な
積
極
的
効

果
が
あ
る
場
合
に
は
、
法
律
上
の
疾
病
保
険
の
被
保
険
者
―
―
そ
の
生
命
を
脅
か
す
ま
た
は
通
常
死
に
至
る
病
理
に
対
し
て
一
般
的

に
承
認
さ
れ
た
、
医
学
上
の
基
準
に
合
致
し
た
治
療
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
―
―
が
、
自
ら
選
び
、
医
者
に
よ
り
用
い
ら
れ

た
治
療
方
法
の
給
付
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
は
」
違
憲
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

問
題
は
、
こ
れ
が
憲
法
上
の
本
源
的
給
付
請
求
権
に
当
た
る
の
か
で
あ
る）

（（
（

。
考
え
方
の
選
択
肢
は
三
つ
で
あ
る
。
第
一
に
、
疾
病

保
険
の
強
制
を
契
約
の
自
由
に
対
す
る
制
約
と
と
ら
え
て
、
疾
病
保
険
の
合
理
性
を
審
査
し
た
（
防
御
権
的
構
成
）
と
い
う
見
方
、

第
二
に
、
防
御
権
的
構
成
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
疾
病
保
険
が
存
在
す
る
限
り
は
実
質
的
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

憲
法
上
の
給
付
請
求
権
（
派
生
的
給

付
請
求
権
）
が
存
在
す
る
と
い
う
見
方
、
第
三
に
、
疾
病
保
険
制
度
と
は
無
関
係
に
、
憲
法
上
の
給
付
請
求
権
（
本
源
的
給
付
請
求
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権
）
が
存
在
す
る
―
―
つ
ま
り
特
定
の
状
況
下
で
、
国
は
個
人
の
治
療
費
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
肩
代
わ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

―
―
と
い
う
見
方
で
あ
る
。

（
三
）　
「
健
康
権
」
と
は
何
で
あ
り
う
る
か

１　
「
健
康
権
」
の
諸
相

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、「
健
康
権
」
が
あ
り
う
る
と
し
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
が
徐
々
に
見
え
て
く
る
。
一

方
で
、
そ
れ
が
実
質
的
に
は
国
家
目
標
規
定
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
社
会
国
家
原
理
の
具
体
的
な
一
内
容
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
上
、「
健
康
」
は
す
で
に
非
常
に
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い

る
が
、
仮
に
そ
れ
が
憲
法
上
規
定
さ
れ
れ
ば
、「
健
康
」
が
公
共
の
福
祉
と
し
て
基
本
権
に
対
抗
す
る
強
い
力
を
持
つ
こ
と
が
再
確

認
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
健
康
を
促
進
す
る
よ
う
な
法
制
度
の
実
現
や
健
康
指
向
的
解
釈
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
国
憲
法

は
、
す
で
に
そ
の
二
五
条
二
項
で
、「
国
は
、
す
べ
て
の
生
活
部
面
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
、
社
会
保
障
お
よ
び
公
衆
衛
生
の
向
上

お
よ
び
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
意
味
が
改
め
て
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

他
方
で
、
も
ち
ろ
ん
「
健
康
権
」
を
個
人
の
主
観
的
権
利
と
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
日
本
で
、「
各
人
の
人
格
に
本
質
的

な
も
の
」、
人
格
権
の
前
提
と
し
て
憲
法
一
三
条
に
読
み
込
ま
れ
る
「
個
人
の
生
命
、
身
体
、
精
神
お
よ
び
生
活
に
関
す
る
利
益
」

は
、
ド
イ
ツ
で
は
、
基
本
法
二
条
二
項
一
文
で
「
生
命
お
よ
び
身
体
を
害
さ
れ
な
い
権
利
」
と
し
て
明
文
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
基

本
権
は
当
初
、
国
家
に
よ
る
侵
襲
へ
の
防
御
を
そ
の
内
実
と
し
て
い
た
が
、
私
人
に
よ
る
侵
襲
に
対
す
る
保
護
請
求
と
し
て
も
機
能

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
中
で
、「
生
命
お
よ
び
身
体
」
こ
と
の
意
味
も
拡
張
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

ま
た
、「
生
命
お
よ
び
身
体
」
と
い
う
法
益
の
促
進

0

0

0

0

0

―
―
生
命
・
身
体
の
正
常
な
状
態
の
回
復
・
維
持
ま
た
は
痛
み
の
軽
減
な
ど

─
─
に
と
っ
て
は
、
結
局
、
医
療
が
重
要
と
な
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
基
本
法
二
条
二
項
一
文
の
保
護
は
、
部
分
的
に
は
医
療
制
度
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に
ま
で
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
国
民
の
健
康
維
持
の
た
め
の
医
療
制
度
そ
れ
自
体
は
、
社
会
国
家
原
理
の
規
律
領
域
に
属

す
る
。
少
な
く
と
も
基
本
法
二
条
二
項
一
文
が
個
人
の
主
観
的
権
利
と
し
て
、
健
康
を
促
進
す
る
た
め
の
医
療
給
付
（
ま
た
は
医
療

費
の
肩
代
わ
り
）
を
国
家
に
求
め
て
い
る
と
は
考
え
難
い
。
と
い
う
の
も
、
基
本
法
二
条
二
項
一
文
の
核
心
的
内
容
は
、
国
家
の
医

療
給
付
を
目
指
す
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る）

（（
（

。「
生
命
お
よ
び
身
体
の
防
御
」
と
「
健
康
」
と
の
間
に
は
な
お
相
当
の
距
離
が
存

在
す
る
。
し
た
が
っ
て
、「
健
康
権
」
と
い
う
形
で
あ
え
て
定
式
化
を
行
う
場
合
に
は
、
基
本
法
二
条
二
項
一
文
が
そ
の
拡
張
的
内

容
と
し
て
取
り
込
む
か
取
り
込
ま
な
い
か
の
瀬
戸
際
に
あ
る
、
国
家
に
よ
る
医
療
制
度
の
創
設
を
前
提
と
し
た
、
医
療
給
付
（
ま
た

は
医
療
費
の
肩
代
わ
り
）
を
む
し
ろ
そ
の
中
心
的
内
容

0

0

0

0

0

と
し
て
捉
え
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
健
康
に
か
か
わ
る
基
礎
的
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
（
上
下
水
道
を
含
む
）、
医
療
、
公
衆
衛
生
な
ど
は
、
社
会
国
家
原
理
に
よ
っ

て
規
律
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
主
観
的
権
利
と
し
て
構
想
す
る
こ
と
は
、「
安
全
を
求
め
る
基
本
権
（Recht auf Sicherheit

）」

と
同
様
の
困
難
性）

（（
（

を
持
つ
。
そ
れ
と
同
時
に
、
先
進
国
に
お
い
て
は
そ
の
よ
う
な
議
論
自
体
が
あ
ま
り
実
践
的
意
義
を
持
た
な
い
。

ひ
と
ま
ず
本
稿
で
は
、
ド
イ
ツ
で
議
論
の
対
象
と
し
て
成
立
し
て
い
る
公
的
疾
病
保
険
給
付
を
、
狭
義
の
「
健
康
権
」
と
し
て
捉
え

て
み
た
い
。

２　
「
健
康
権
」
の
限
界

　

以
上
の
よ
う
に
「
健
康
権
」
を
医
療
と
の
関
係
で
狭
く
と
ら
え
る
場
合
に
は
、《
国
家
・
医
療
・
コ
ス
ト
》
の
ト
リ
ア
ー
デ
が
重

要
と
な
っ
て
く
る
。「
健
康
権
」
に
は
、
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
幾
つ
か
の
内
在
的
お
よ
び
外
在
的
限
界
が
あ
る
。

　

第
一
に
、「
可
能
性
の
留
保
（D

er V
orbehalt des M

öglichen

）」
で
あ
る）

（（
（

。
国
家
の
財
源
は
限
ら
れ
て
お
り
、
国
家
は
優
先
順

位
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
で
は
「
健
康
権
」
も
、
社
会
国
家
原
理
や
「
生
存
権
」
と
同
じ
性
質
を
引
き
継
い
で
い

る
。
ま
た
、
健
康
は
ほ
ん
の
少
し
だ
け
改
善
す
る
こ
と
も
で
き
、
そ
の
た
め
に
疾
病
の
際
の
扶
助
が
用
い
ら
れ
れ
ば
、
需
要
が
供
給
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を
上
回
る
こ
と
に
な
る
。
支
出
の
優
先
度
と
コ
ス
ト
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
の
均
衡
が
問
題
と
な
る
。

　

第
二
に
、
基
本
権
制
約
的
な
連
帯
要
請
で
あ
る）

（（
（

。
我
々
は
、
健
康
な
人
と
病
気
の
人
の
連
帯
共
同
体
に
生
き
て
い
る
。
自
己
や
家

族
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
よ
り
大
き
な
連
帯
共
同
体
に
、
様
々
な
立
場
で
―
―
納
税
者
、
被
保
険
者
、
諸
世
代
な
ど
―
―
参
加
し
、

義
務
や
責
務
を
負
っ
て
い
る
。
確
か
に
、
各
人
は
健
康
で
い
る
こ
と
も
、
健
康
で
あ
る
こ
と
も
義
務
づ
け
ら
れ
て
は
な
い
が
、
も
し

健
康
の
た
め
に
何
も
し
な
い
で
い
る
場
合
に
は
、
健
康
は
積
極
的
に
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
に
は
、

国
家
は
、
給
付
を
保
留
し
た
り
、
医
療
給
付
の
価
格
を
高
く
設
定
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
と
さ
れ
る
。

　

第
三
に
、
他
者
の
基
本
権
で
あ
る）

（（
（

。
と
り
わ
け
「
健
康
権
」
を
広
く
と
ら
え
た
場
合
―
―
基
本
法
二
条
二
項
一
文
の
拡
張
部
分
―

―
に
は
、
そ
れ
は
他
者
の
基
本
権
と
衝
突
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
基
本
法
二
条
二
項
一
文
は
、
公
共
の
福
祉
の
一
内
容
と
し

て
、
職
業
の
自
由
や
学
問
の
自
由
を
制
約
す
る
規
制
の
正
当
化
事
由
と
し
て
登
場
し
た
り
、
私
人
間
の
基
本
権
衝
突
―
―
よ
り
正
確

に
は
国
家
を
含
め
た
三
極
関
係
―
―
に
お
い
て
も
役
割
を
得
る
。「
健
康
権
」
は
、
他
者
の
自
由
と
の
関
係
で
は
規
制
事
由
と
な
る

が
、
同
時
に
「
健
康
権
」
の
側
も
一
定
の
制
約
を
被
る
。

三　

狭
義
の
「
健
康
権
」
の
発
見
？
―
―
ニ
コ
ラ
ウ
ス
決
定

　

仮
に
、
国
家
に
よ
る
医
療
制
度
の
創
設
を
前
提
と
し
た
、
医
療
給
付
（
ま
た
は
医
療
費
の
肩
代
わ
り
）
を
、
健
康
権
の
中
心
的
内
容

と
し
て
捉
え
る
と
す
れ
ば
、
二
〇
〇
五
年
に
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
下
し
た
、
い
わ
ゆ
る
ニ
コ
ラ
ウ
ス
決
定
以
上
に
重
要
な
も

の
は
な
い
。
以
下
で
詳
し
く
み
て
い
こ
う
。

　

な
お
同
決
定
は
、
日
本
と
の
関
係
で
は
、
公
的
医
療
保
険
の
給
付
範
囲
の
設
定
方
法
お
よ
び
混
合
診
療
禁
止
の
合
憲
性
と
の
関
係

で
重
要
で
あ
る）

（（
（

。
す
で
に
こ
こ
で
、
狭
義
の
「
健
康
権
」
が
、
医
療
保
険
制
度
と
深
く
関
わ
る
こ
と
が
伺
わ
れ
よ
う
。
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（
一
）　

ニ
コ
ラ
ウ
ス
決
定）

（（
（

１　

事
実
の
概
要

　

憲
法
異
議
申
立
人
は
一
九
八
七
年
に
生
ま
れ
、
一
九
九
二
年
か
ら
一
九
九
四
年
の
間
、
バ
ー
マ
ー
代
替
金
庫
（
公
的
疾
病
保
険
機

関
の
一
つ
）
で
家
族
構
成
員
と
し
て
保
険
に
か
か
っ
て
い
た
。
彼
は
、
ド
ゥ
シ
ェ
ン
ヌ
型
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
（
英
語
略
称
は
Ｄ
Ｍ

Ｄ
）
を
患
っ
た
。
Ｄ
Ｍ
Ｄ
は
、
進
行
性
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
大
部
分
を
占
め
る
重
症
の
型
で
あ
る
。
同
型
は
、
男
性
に
の
み
発
症

し
、
発
症
率
は
三
五
〇
〇
分
の
一
と
さ
れ
て
い
る
。
一
歳
時
に
症
状
が
明
ら
か
と
な
り
、
筋
力
低
下
に
伴
い
、
通
常
一
〇
歳
か
ら
一

二
歳
の
間
に
歩
行
困
難
に
な
る
。
徐
々
に
呼
吸
不
全
に
な
る
。
余
命
は
非
常
に
限
ら
れ
て
い
る
。
同
疾
患
は
、
今
日
の
知
見
で
は
、

ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ン
遺
伝
子
の
変
異
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
、
治
癒
さ
せ
る
ま
た
は
病
状
経
過
を
持
続
的
に
遅

ら
せ
る
、
学
術
的
に
認
め
ら
れ
た
治
療
法
は
な
い
。
通
常
、
理
学
療
法
な
ど
の
対
処
療
法
の
み
が
行
わ
れ
る
。

　

異
議
申
立
人
は
、
一
九
九
二
年
九
月
か
ら
一
般
医
学
の
専
門
医
Ｂ
博
士
―
―
公
的
疾
病
保
険
の
嘱
託
医
で
は
な
い
―
―
の
下
で
治

療
を
受
け
た
。
そ
こ
で
は
、
高
周
波
振
動
（「
バ
イ
オ
レ
ゾ
ナ
ン
ス
療
法
」）
が
適
用
さ
れ
た
。
一
九
九
四
年
末
ま
で
に
、
両
親
は
そ
の

治
療
に
一
万
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
を
費
や
し
た
。
工
科
大
学
Ａ
の
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
医
師
ら
は
、
そ
れ
ま
で
の
病
状
経
過
を
良
好

（günstig

）
と
し
た
。
歩
行
困
難
性
は
あ
っ
た
も
の
の
、
共
同
で
担
当
し
て
い
た
医
師
は
、
彼
の
健
康
状
態
を
、
他
の
患
者
と
比
べ

て
良
い
（gut

）
と
格
づ
け
て
い
た
。

　

Ｂ
博
士
の
下
で
の
治
療
費
の
引
き
受
け
申
請
は
、
疾
病
金
庫
に
よ
り
拒
否
さ
れ
た
。
異
議
手
続
で
は
、
疾
病
金
庫
は
、
ニ
ー
ダ
ー

ザ
ク
セ
ン
疾
病
保
険
医
療
部
門
の
意
見
（Stellungnahm

e

）
を
求
め
た
。
そ
こ
で
、
小
児
科
医
の
Ｆ
博
士
は
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー

は
治
癒
し
え
な
い
が
、
治
療
は
可
能
で
あ
る
こ
と
、
Ｂ
博
士
に
よ
り
適
用
さ
れ
た
手
法
の
治
療
成
果
は
、
学
術
的
に
証
明
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
を
主
張
し
た
。
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リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
社
会
裁
判
所
は
請
求
棄
却
の
判
決
を
下
し
、
異
議
申
立
人
は
控
訴
し
た
。
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
社
会
裁
判
所

は
、
社
会
裁
判
所
の
判
決
を
破
棄
し
、
一
九
九
三
年
以
降
決
定
さ
れ
た
、
Ｂ
博
士
に
よ
る
治
療
の
た
め
の
費
用
を
異
議
申
立
人
に
支

給
す
る
よ
う
、
疾
病
金
庫
に
判
決
を
下
し
た
。
疾
病
金
庫
は
上
告
し
、
連
邦
社
会
裁
判
所
は
州
社
会
裁
判
所
の
判
決
を
破
棄
し
、
社

会
裁
判
所
の
判
決
に
対
す
る
控
訴
を
差
し
戻
し
た
。
こ
の
判
決
に
対
し
、
異
議
申
立
人
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
憲
法
異
議
を
申
し

立
て
た
。

２　

判
旨

　
【
破
棄
差
戻
し
】
憲
法
異
議
に
は
理
由
が
あ
る
。
連
邦
社
会
裁
判
所
の
判
決
は
、
社
会
国
家
原
理
（
基
本
法
二
〇
条
一
項
お
よ
び
二

八
条
一
項
一
文
）
と
結
び
つ
い
た
基
本
法
二
条
一
項
、
な
ら
び
に
基
本
法
二
条
二
項
と
矛
盾
す
る
、
社
会
法
典
の
給
付
権
規
定
の
解

釈
に
基
づ
い
て
い
る
。

⑴　

規
範
定
立

　
〔
第
一
の
審
査
規
準
＝
社
会
国
家
原
理
と
結
び
つ
い
た
一
般
的
行
為
自
由
〕
憲
法
上
の
主
た
る
審
査
の
規
準
と
な
る
の
は
、
社
会

国
家
原
理
と
結
び
つ
い
た
一
般
的
行
為
自
由
で
あ
る
。
立
法
者
が
社
会
的
安
全
の
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
義
務
的
保
険
を
強
制
す
る
場

合
に
は
、
一
般
的
行
為
自
由
に
抵
触
す
る
。
こ
れ
は
公
的
疾
病
保
険
に
も
当
て
は
ま
る
。
公
法
上
の
社
会
保
険
関
係
、
と
り
わ
け
被

保
険
者
の
拠
出
と
保
険
主
体
の
給
付
の
関
係
を
、
詳
細
に
形
成
す
る
規
律
も
、
基
本
法
二
条
一
項
に
よ
っ
て
測
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
保
護
領
域
に
抵
触
す
る
の
は
、
立
法
者
が
、
強
制
団
体
の
設
置
と
拠
出
義
務
に
よ
り
、
経
済
状
況
の
制
限
を
通
じ
た
個

人
の
活
動
の
自
由
を
少
な
か
ら
ず
狭
め
る
場
合
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
介
入
は
、
十
分
か
つ
連
帯
的
な
支
給
―
―
そ
れ
は
被
保
険
者

に
そ
の
拠
出
の
た
め
に
シ
ス
テ
ム
の
保
障
目
的
の
枠
内
で
提
供
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
―
―
の
内
容
形
成
を
通
じ
た
正
当
化
を
要

す
る
。
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社
会
保
険
シ
ス
テ
ム
の
被
保
険
者
は
、
典
型
的
に
は
、
拠
出
額
お
よ
び
給
付
の
種
類
や
範
囲
へ
の
直
接
の
影
響
を
持
た
な
い
。
法

律
お
よ
び
法
律
に
基
づ
く
給
付
具
体
化
の
法
行
為
に
よ
り
保
険
関
係
に
参
加
す
る
者
の
権
利
お
よ
び
義
務
が
一
方
的
に
形
成
さ
れ
る

よ
う
な
状
況
で
は
、
基
本
法
二
条
一
項
は
、
拠
出
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
被
保
険
者
を
、
拠
出
と
給
付
の
比
例
的
で
な
い
関
係
か
ら
保

護
す
る
。
そ
こ
か
ら
、
公
的
疾
病
保
険
に
お
い
て
、
疾
病
処
置
の
特
定
の
給
付
を
求
め
る
憲
法
上
の
請
求
権
は
導
か
れ
な
い
。
し
か

し
、
法
律
上
の
ま
た
は
法
律
に
基
づ
く
給
付
の
除
外
や
限
定
は
、
基
本
法
二
条
一
項
の
枠
内
で
正
当
化
さ
れ
る
か
審
査
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
本
件
の
よ
う
に
法
律
上
の
給
付
規
定
が
専
門
裁
判
所
に
よ
り
被
保
険
者
に
不
利
に
解
釈
・
適
用
さ
れ
る
場
合
も
、
同

じ
こ
と
が
当
て
は
ま
る
。

　
〔
社
会
保
険
給
付
の
必
須
性
〕
基
本
法
二
条
一
項
の
保
護
機
能
の
詳
し
い
規
定
と
展
開
の
際
に
は
、
社
会
国
家
原
理
が
重
要
な
意

味
を
持
つ
。
社
会
国
家
原
理
の
具
体
化
に
際
し
て
、
立
法
者
は
、
拠
出
を
、
個
々
の
リ
ス
ク
に
で
は
な
く
、
被
保
険
者
の
―
―
ふ
つ

う
給
与
や
年
金
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
―
―
経
済
的
給
付
能
力
に
合
わ
せ
て
お
り
（
社
会
法
典
第
五
編
二
二
六
条
）、
さ
ら
に
保
険
料

率
の
安
定
性
を
考
慮
し
（
社
会
法
典
第
五
編
七
一
条
）、
拠
出
の
減
少
を
目
指
し
（
社
会
法
典
第
五
編
二
二
〇
条
）、
法
律
上
の
給
付
に

関
す
る
追
加
払
い
の
提
供
に
関
す
る
義
務
づ
け
の
形
成
の
際
に
も
（
社
会
法
典
第
五
編
六
一
条
参
照
）、
個
人
の
社
会
状
況
に
配
慮
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
（
社
会
法
典
第
五
編
六
二
条
）。
そ
こ
で
立
法
者
が
前
提
と
し
て
い
る
の
は
、
被
保
険
者
に
は
、
通
常
、
公
的
疾

病
保
険
の
給
付
シ
ス
テ
ム
の
外
側
で
、
疾
病
時
に
お
け
る
、
と
り
わ
け
疾
病
治
療
の
必
要
不
可
欠
な
給
付
の
調
達
の
た
め
の
、
追
加

的
な
独
力
の
事
前
配
慮
を
す
る
相
当
の
財
政
的
手
段
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
疾
病
治
療
お
よ
び
と
り
わ
け

0

0

0

0

（insbesondere

）
生
命
を
脅
か
す
ま
た
は
通
常
死
に
至
る
病
の
治
療
に
対
す
る
給
付
が
、
法
律
上
の
規
定
ま
た
は
専
門
裁
判
所
に
よ

る
そ
の
解
釈
・
適
用
に
よ
り
、
被
保
険
者
に
渡
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
社
会
国
家
原
理
と
結
び
つ
い
た
基
本
法
二
条
一
項
の
前
で
特

別
の
正
当
化
を
要
す
る
（
傍
線
お
よ
び
傍
点
筆
者
）。

　
〔
第
二
の
審
査
規
準
＝
生
命
お
よ
び
身
体
を
害
さ
れ
な
い
権
利
〕
基
本
法
二
条
二
項
一
文
か
ら
導
か
れ
る
生
命
お
よ
び
身
体
を
害
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さ
れ
な
い
権
利
は
、
法
律
上
の
疾
病
保
険
の
給
付
権
お
よ
び
専
門
裁
判
所
の
解
釈
・
適
用
の
合
憲
性
を
判
定
す
る
規
準
と
な
る
。
確

か
に
、
通
常
、
そ
こ
か
ら
一
定
の
、
と
り
わ
け
特
別
の
健
康
給
付
の
調
達
を
疾
病
金
庫
に
対
し
て
求
め
る
憲
法
上
の
請
求
権
は
生
じ

な
い
が
、
給
付
権
の
形
成
は
、
保
護
的
お
よ
び
促
進
的
に
同
条
項
の
法
益
と
向
き
合
う
、
国
家
の
客
観
法
的
義
務
に
準
拠
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
生
命
を
脅
か
す
ま
た
は
通
常
死
に
至
る
病
の
治
療
に
際
し
て
、
特
に
当
て
は
ま
る
。
生
命
は
、
基
本

法
秩
序
に
お
い
て
最
高
の
価
値
を
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
〔
様
々
な
給
付
条
件
の
許
容
性
〕
公
的
疾
病
保
険
給
付
が
被
保
険
者
の
自
己
責
任
に
帰
さ
れ
る
も
の
で
な
い
限
り
（
社
会
法
典
第
五

編
二
条
一
項
一
文
）、
公
的
疾
病
保
険
が
、
一
般
的
給
付
カ
タ
ロ
グ
の
基
準
に
基
づ
い
て
（
社
会
法
典
第
五
編
一
一
条
）、
経
済
性
要
請

の
考
慮
の
下
で
の
み
（
社
会
法
典
第
五
編
一
二
条
）
被
保
険
者
に
給
付
を
認
め
る
こ
と
は
、
憲
法
上
非
難
さ
れ
え
な
い
。
ま
た
、
不

確
定
法
律
概
念
に
よ
り
規
定
さ
れ
た
給
付
義
務
の
詳
細
な
具
体
化
が
、
個
別
事
例
に
お
い
て
は
、
保
険
嘱
託
員
の
基
準
、
特
に
嘱
託

医
の
契
約
の
枠
内
で
な
さ
れ
る
こ
と
（
社
会
法
典
第
五
編
八
二
条
以
下
、
八
七
条
な
ど
）、
と
り
わ
け
保
険
嘱
託
医
に
よ
る
世
話
に
参
加

し
て
い
る
医
師
に
留
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
社
会
法
典
第
五
編
九
五
条
）
も
、
憲
法
上
非
難
さ
れ
え
な
い
。
公
的
疾
病
保
険
の
給
付

が
十
分
で
、
目
的
に
適
っ
て
い
て
、
経
済
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
お
よ
び
必
要
不
可
欠
の
程
度
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
こ

と
（
社
会
法
典
第
五
編
一
二
条
一
項
一
文
）
を
立
法
者
が
規
定
し
て
も
、
憲
法
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
〔
経
済
性
の
要
請
〕
公
的
疾
病
保
険
の
給
付
カ
タ
ロ
グ
は
、
財
政
経
済
的
な
考
慮
に
よ
っ
て
、
共
同
決
定
さ
れ
て
も
よ
い
。
ま
さ

に
健
康
制
度
に
お
い
て
、
コ
ス
ト
と
い
う
観
点
は
、
立
法
者
の
決
定
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
公
的
疾
病
金
庫
は
、

憲
法
上
、
健
康
の
維
持
と
回
復
の
た
め
の
手
段
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
す
べ
て
の
も
の
を
提
供
す
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
て
は
い
な

い
。

⑵　

当
て
は
め

　

連
邦
社
会
裁
判
所
の
判
決
は
、
規
準
と
な
る
基
本
権
か
ら
導
か
れ
る
諸
要
請
を
満
た
さ
な
い
。
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〔
連
邦
合
同
委
員
会
の
合
憲
性
は
不
問
〕
そ
の
際
決
定
さ
れ
な
い
の
は
、
社
会
法
典
第
五
編
一
三
五
条
の
一
義
的
文
言
に
よ
れ
ば
、

公
的
疾
病
保
険
の
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
給
付
提
供
者
に
よ
る
新
た
な
治
療
方
法
の
適
用
は
、
連
邦
合
同
委
員
会
（Gem

einsam
er 

Bundesausschuss

）
に
よ
る
従
来
の
承
認
に
依
存
し
て
い
る
と
い
う
連
邦
社
会
裁
判
所
の
想
定
が
、
こ
の
事
例
―
―
医
学
的
知
見

が
、
生
命
を
脅
か
す
ま
た
は
通
常
死
に
至
る
病
の
特
性
に
よ
り
、
統
計
的
証
明
、
場
合
に
よ
っ
て
は
珍
し
い
疾
患
の
際
の
低
い
証
明

レ
ベ
ル
の
観
点
に
も
向
け
ら
れ
、
学
問
的
に
確
認
さ
れ
た
治
療
を
、
医
療
的
ま
た
は
そ
の
他
の
研
究
に
基
づ
い
て
利
用
し
え
な
い
、

ま
た
は
な
お
利
用
し
え
て
い
な
い
場
合
―
―
に
お
い
て
も
、
基
本
法
と
一
致
す
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
連
邦
社
会
裁
判

所
は
、
本
件
の
よ
う
に
そ
の
よ
う
な
承
認
が
な
い
場
合
に
は
、
当
該
手
法
が
医
学
実
務
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
基
準

に
依
拠
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
で
な
い
場
合
―
―
本
件
が
そ
う
だ
が
―
―
に
は
、
同
裁
判
所
は
、
法
律
上
の
「
提
供
の
欠
缺
」
の

想
定
を
拒
否
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
公
的
疾
病
金
庫
に
よ
る
費
用
の
引
き
受
け
は
、
生
命
を
脅
か
す
ま
た
は
死
に
至
る
病
―
―
そ
の

た
め
に
、
一
般
的
に
承
認
さ
れ
た
、
医
学
的
水
準
に
治
療
方
法
が
存
在
し
な
い
が
、
担
当
し
た
医
師
が
自
ら
の
所
見
で
は
個
別
事
例

に
お
い
て
病
状
経
過
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
が
あ
る
治
療
法
を
適
用
す
る
―
―
の
場
合
に
も
、
排
除
さ
れ
る
。

　
〔
連
邦
社
会
裁
判
所
判
決
の
違
憲
性
〕
こ
の
こ
と
は
、
基
本
法
と
適
合
し
な
い
。

　

第
一
に
、
社
会
法
典
第
五
編
の
前
提
条
件
の
下
で
、
個
人
に
公
的
疾
病
保
険
に
お
け
る
保
険
義
務
に
服
さ
せ
、
経
済
的
給
付
能
力

に
合
わ
せ
た
拠
出
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
疾
病
治
療
を
法
律
上
約
束
す
る
が
、
他
方
で
、
彼
が
生
命
を
脅
か
す
ま
た
は
通
常
死
に

至
る
病
を
患
い
、
そ
の
た
め
の
医
学
的
な
治
療
方
法
が
存
在
し
な
い
場
合
に
、
疾
病
金
庫
に
よ
り
特
定
の
治
療
方
法
の
給
付
か
ら
除

外
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
公
的
疾
病
保
険
の
外
で
、
治
療
の
支
払
い
を
命
じ
る
こ
と
は
、
基
本
法
の
社
会
国
家
原
理
と
結
び
つ
い
た

基
本
法
二
条
一
項
と
適
合
し
な
い
。
も
っ
と
も
、
被
保
険
者
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
た
他
の
治
療
方
法
は
、
治
癒
、
ま
た
は
少
な
く
と

も
病
状
経
過
に
対
し
て
認
識
可
能
な
積
極
的
効
果
に
対
す
る
、
兆
候
（Indizien

）
に
依
拠
す
る
、
全
く
立
た
な
い
わ
け
で
は
な
い

見
通
し
を
期
待
さ
せ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
件
は
そ
の
よ
う
な
事
例
で
あ
る
。
ド
ゥ
シ
ェ
ン
ヌ
型
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
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の
治
療
に
と
っ
て
、
現
在
、
対
処
療
法
リ
ス
ト
―
―
手
術
的
措
置
も
そ
こ
に
含
ま
れ
る
―
―
の
み
が
利
用
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
確

か
め
ら
れ
た
学
問
的
方
法
を
伴
う
、
当
該
疾
病
お
よ
び
そ
の
経
過
へ
の
直
接
の
作
用
は
、
ま
た
不
可
能
で
あ
る
。

　

非
難
さ
れ
て
い
る
、
社
会
法
典
第
五
編
の
給
付
権
規
定
の
連
邦
社
会
裁
判
所
に
よ
る
解
釈
は
、
疾
病
に
よ
り
限
界
づ
け
ら
れ
た
生

命
の
危
機
と
い
う
極
限
状
況
に
お
い
て
は
、
基
本
法
二
条
二
項
一
文
か
ら
生
じ
る
生
命
に
対
す
る
国
家
の
保
護
義
務
と
も
適
合
し
え

な
い
。
国
家
が
、
公
的
疾
病
保
険
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
被
保
険
者
の
生
命
お
よ
び
身
体
を
傷
つ
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
対
す
る
責
任
を

負
う
場
合
に
は
、
諸
要
件
の
下
で
、
生
命
を
脅
か
す
ま
た
は
通
常
死
に
至
る
病
の
事
例
に
お
け
る
事
前
配
慮
は
、
給
付
義
務
の
核
心

領
域
お
よ
び
、
基
本
法
二
条
二
項
一
文
に
よ
り
促
進
さ
れ
る
最
低
限
の
措
置
（M

indestversorgung

）
に
属
す
る
。

　

社
会
裁
判
所
は
、
そ
の
よ
う
な
事
例
に
お
い
て
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
専
門
家
の
助
け
を
借
り
て
、
誠
実
か
つ
専
門
的
な
評
価
に

基
づ
い
て
医
師
に
よ
り
採
ら
れ
た
治
療
ま
た
は
医
師
に
よ
り
計
画
さ
れ
た
治
療
に
関
し
て
、
個
別
事
例
に
お
け
る
、
完
全
に
（
因
果

関
係
上
）
離
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
治
癒
の
成
功
ま
た
は
病
状
経
過
に
対
し
て
認
識
可
能
な
積
極
的
効
果
に
対
す
る
真
剣
な
指
摘

が
あ
る
か
を
、
審
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
二
）　

憲
法
上
の
給
付
請
求
権
と
し
て
の
「
健
康
権
」
？

　

本
判
決
は
、「
こ
れ
ま
で
支
配
的
だ
っ
た
常
識
（com

m
on sense

）
か
ら
し
て
、
注
目
に
値
す
る
」
と
さ
れ
る）

（（
（

。
基
本
法
下
に
お

け
る
社
会
国
家
に
詳
し
い
ハ
イ
ニ
ヒ
（
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
教
授
）
に
よ
れ
ば
、
社
会
国
家
は
、（
論
文
が
刊
行
さ
れ
た
二
〇
〇
六
年

当
時
の
）
二
〇
年
以
上
前
か
ら
構
造
変
化
（Strukturw

andel

）
を
促
さ
れ
て
お
り
、
連
帯
的
に
出
資
さ
れ
る
給
付
は
全
体
的
に
後

退
し
、
こ
れ
ま
で
は
社
会
保
険
化
さ
れ
て
い
た
大
き
な
リ
ス
ク
の
克
服
に
際
し
て
は
、
自
己
配
慮
が
よ
り
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
専

門
家
の
間
で
は
、
社
会
国
家
の
再
編
に
際
し
て
、
数
年
来
、
特
に
健
康
制
度
に
お
け
る
給
付
権
へ
の
制
約
が
許
さ
れ
る
か
、
許
さ
れ

る
と
し
て
ど
の
給
付
権
な
の
か
が
議
論
さ
れ
て
き
た
と
さ
れ
る
。
基
本
的
な
論
調
と
し
て
は
、
基
本
法
に
は
社
会
的
基
本
権
は
な
く
、
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社
会
国
家
原
理
の
具
体
化
は
民
主
的
な
自
己
了
解
に
委
ね
ら
れ
、
立
法
者
は
広
範
な
評
価
・
形
成
の
余
地
を
有
す
る
が
、
客
観
法
的

な
最
小
限
度
の
社
会
的
保
護
を
下
回
っ
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
基
本
法
一
四
条
お
よ
び
法
治
国
家
原
理
か
ら
生
じ
る
信
頼
保
護
原
則
を

尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
か
し
現
状
保
障
や
一
定
の
社
会
給
付
を
求
め
る
憲
法
上
直
接
の
請
求
権
は
基
本
法
か
ら
は
取
り
出
さ

れ
え
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
ハ
イ
ニ
ヒ
論
文
は
二
〇
〇
六
年
の
も
の
だ
が
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
は
そ
の
後
も
動
い
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
ハ
ル
ツ

Ⅳ
判
決
で
は
、
日
本
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
生
存
権
」
が
、
本
源
的
請
求
権
と
し
て
解
釈
上
承
認
さ
れ
て
い
る）

（（
（

（
た
だ
し
、
そ
の
審
査

手
法
は
、
特
定
の
給
付
額
よ
り
も
、
そ
の
確
定
プ
ロ
セ
ス
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る）

（（
（

）。
し
た
が
っ
て
、
確
か
に
基
本
と
な
る
論
調
が
い

ま
だ
に
支
配
的
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
今
日
で
も
完
全
に
当
て
は
ま
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

　

こ
こ
で
は
ニ
コ
ラ
ウ
ス
決
定
の
基
本
権
解
釈
論
上
の
構
造
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

１　

防
御
権
か
給
付
請
求
権
か

　

公
的
な
社
会
保
険
は
、
従
来
か
ら
基
本
法
二
条
一
項
か
ら
生
じ
る
一
般
的
行
為
自
由
に
基
づ
い
て
審
査
さ
れ
て
き
た
。
連
邦
の
立

法
権
限
の
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
保
険
分
担
金
支
払
い
の
強
制
の
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が）

（（
（

、
連

邦
憲
法
裁
判
所
が
、
社
会
保
険
に
お
け
る
拠
出
と
給
付
の
比
例
的
関
係
を
こ
こ
ま
で
踏
み
込
ん
で
決
定
し
た
こ
と
は
な
い
。
そ
も
そ

も
、「『
社
会
保
険
』
は
結
局
抽
象
的
に
も
定
義
さ
れ
え
ず
、
そ
の
概
念
は
『
保
険
原
理
』
と
『
社
会
的
調
整
』
と
の
間
で
、
多
彩
な

形
成
に
対
し
て
開
か
れ
て
い
る
」
と
さ
れ）

（（
（

、
そ
の
具
体
化
は
、
基
本
的
に
は
立
法
者
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
一
般
的
行
為
自

由
（
契
約
の
自
由
）
に
反
す
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
の
は
、
よ
っ
ぽ
ど
不
合
理
な
形
成
が
な
さ
れ
た
場
合
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

本
決
定
で
、
給
付
権
の
給
付
要
件
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
、
実
質
的
に
給
付
権
を
拡
大
さ
せ
た
背
景
に
は
、
明
ら
か
に
社
会
国
家
原
理

に
よ
る
テ
コ
入
れ
が
あ
る
。
強
制
保
険
そ
れ
自
体
と
の
関
係
で
は
審
査
は
緩
や
か
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
逆
に
そ
こ
を
入
口
と
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し
て
論
理
を
展
開
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
強
制
ま
で
し
て
疾
病
保
険
を
創
設
す
る
の
は
、
個
人
で
負
い
き
れ
な
い
健
康
リ
ス
ク
の

回
避
と
い
う
重
要
な
目
的
が
あ
っ
て
、
そ
う
で
あ
れ
ば
〇
〇
と
い
う
場
合
（
以
下
詳
述
）
に
給
付
を
拒
否
す
る
こ
と
は
、
社
会
国
家

原
理
の
委
託
を
受
け
て
疾
病
保
険
を
創
設
し
た
意
味
を
没
却
す
る
、
と
い
う
よ
う
な
論
理
の
流
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
裁
量

縮
減
型
の
審
査）

（（
（

で
あ
り
、
疾
病
保
険
制
度
の
仕
組
み
に
踏
み
込
む
た
め
に
、
社
会
国
家
原
理
が
援
用
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
、
社
会
保
険
の
強
制
を
合
憲
と
す
る
根
拠
も
、
給
付
排
除
を
違
憲
と
し
た
根
拠
（
の
一
部
）
も
、
社
会
国
家
原
理
で
あ

る
。
こ
の
論
理
は
一
見
理
解
し
が
た
い
が
、
実
は
首
尾
一
貫
し
て
い
る
。
一
方
で
は
、
社
会
国
家
原
理
を
具
体
化
す
る
社
会
保
険
が

重
要
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
強
制
に
よ
っ
て
契
約
の
自
由
が
制
約
さ
れ
て
も
や
む
を
得
な
い
が
、
他
方
で
は
、
社
会
保
険
―
―
こ
こ
で

は
疾
病
保
険
―
―
が
被
保
険
者
の
健
康
に
と
っ
て
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
あ
る
状
況
下
で
給
付
を
拒
否
さ
れ
る
こ
と
は

契
約
の
自
由
（
あ
る
い
は
契
約
目
的
の
根
幹
）
に
反
す
る
。
確
か
に
、
契
約
を
強
制
さ
れ
る
、
つ
ま
り
契
約
内
容
の
決
定
に
原
則
と
し

て
参
加
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
契
約
内
容
が
合
理
的
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
の
は
理
解
可
能
で
あ
る
。
他
方
で
、
疾
病
保

険
制
度
の
形
成
に
つ
い
て
、
立
法
者
に
は
広
い
形
成
の
余
地
が
あ
り
、
内
容
形
成
に
お
い
て
は
様
々
な
こ
と
を
考
慮
で
き
る
。
と
す

れ
ば
、
契
約
の
自
由
を
解
釈
論
上
の
突
破
口
と
し
て
、
社
会
国
家
原
理
を
テ
コ
に
疾
病
保
険
制
度
の
中
に
踏
み
込
め
る
と
し
て
、
最

後
に
立
法
者
の
形
成
の
余
地
を
縮
減
す
る
強
い
動
機
が
必
要
と
な
る
。
そ
こ
で
持
ち
出
さ
れ
た
の
が
、
基
本
法
二
条
二
項
一
文
か
ら

生
じ
る
「
生
命
に
対
す
る
国
家
の
保
護
義
務
」
で
あ
る
。
ニ
コ
ラ
ウ
ス
決
定
は
、
生
命
と
い
う
基
本
法
秩
序
に
お
い
て
最
も
高
い
価

値
を
有
す
る
法
益
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
で
、
次
の
よ
う
な
論
理
を
完
成
さ
せ
た
。
す
な
わ
ち
、
強
制
ま
で
し
て
疾
病
保
険
を
創

設
す
る
の
は
、
個
人
で
負
い
き
れ
な
い
健
康
リ
ス
ク
の
回
避
と
い
う
重
要
な
目
的
が
あ
っ
て
、
そ
う
で
あ
れ
ば
と
り
わ
け
生
命
と
い

う
基
本
法
上
最
も
価
値
の
あ
る
法
益
が
疾
病
に
よ
り
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
場
合
に
給
付
を
拒
否
す
る
こ
と
は
、
社
会
国
家
原
理

の
委
託
を
受
け
て
公
的
疾
病
保
険
を
創
設
し
た
意
味
を
没
却
す
る
、
と
い
う
よ
う
な
論
理
で
あ
る
。

　

解
釈
論
上
の
入
り
口
は
、
社
会
保
険
の
強
制
に
対
す
る
契
約
の
自
由
に
対
す
る
審
査
な
の
で
、
防
御
権
事
案
で
あ
る
よ
う
に
も
読
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め
る
。
し
か
し
、
実
質
的
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
契
約
の
自
由
で
は
な
く
、
契
約
の
中
身
の
合
理
性
、
す
な
わ
ち
公
的
疾
病

保
険
の
給
付
要
件
ま
た
は
そ
の
解
釈
の
合
理
性
で
あ
る
。
防
御
権
も
、
介
入
や
介
入
の
根
拠
と
な
る
法
律
が
合
理
的
で
あ
る
こ
と
を

求
め
る
が
、
そ
れ
が
合
理
的
で
な
い
と
さ
れ
た
場
合
に
認
め
ら
れ
る
の
は
、
通
常
介
入
の
排
除
（
＝
自
由
の
回
復
）
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
、
公
的
疾
病
保
険
給
付
か
ら
の
除
外
が
不
合
理
だ
と
し
て
除
外
が
排
さ
れ
た
結
果
は
、
給
付
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
ニ
コ

ラ
ウ
ス
決
定
が
新
た
に
給
付
請
求
権
を
認
め
た
、
あ
る
い
は
給
付
請
求
権
を
拡
張
し
た
と
言
わ
れ
る
の
も
、
理
由
の
な
い
こ
と
で
は

な
い
。

２　

本
源
的
請
求
権
か
派
生
的
請
求
権
か

　

も
っ
と
も
、
そ
れ
が
本
源
的
請
求
権
な
の
か
、
派
生
的
請
求
権
な
の
か
に
つ
い
て
は
、
一
考
を
要
す
る
。
同
決
定
に
お
い
て
、
既

存
の
公
的
疾
病
保
険
制
度
か
ら
離
れ
て
自
立
し
た
憲
法
上
の
給
付
請
求
権
（
本
源
的
請
求
権
）
が
成
立
し
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。
少

な
く
と
も
解
釈
論
上
の
形
式
と
し
て
は
、
公
的
医
療
保
険
（
具
体
的
に
は
そ
こ
に
お
け
る
拠
出
と
給
付
の
比
例
的
で
な
い
関
係
性
）
が
一

般
的
行
為
自
由
に
対
す
る
制
約
と
な
り
、
そ
れ
を
正
当
化
で
き
る
か
と
い
う
形
で
審
査
は
進
め
ら
れ
て
い
る
し
、
生
命
お
よ
び
身
体

を
害
さ
れ
な
い
権
利
と
の
関
係
で
も
、「
通
常
、
そ
こ
か
ら
一
定
の
、
と
り
わ
け
特
別
の
健
康
給
付
の
調
達
を
疾
病
金
庫
に
対
し
て

求
め
る
憲
法
上
の
請
求
権
は
生
じ
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
決
定
に
お
い
て
成
立
し
た
の
は
、
契
約
の
自
由
に
対

す
る
制
約
と
正
当
化
と
い
う
形
を
ま
と
っ
て
は
い
る
が
、（
前
述
の
通
り
）
結
論
に
お
い
て
は
給
付
範
囲
を
拡
張
し
て
い
る
の
で
、
既

存
の
公
的
疾
病
保
険
制
度
に
依
存
し
た
、
派
生
的
給
付
請
求
権
と
（
外
在
的
に
は
）
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

も
っ
と
も
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
自
身
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
あ
ま
り
自
覚
的
に
論
じ
て
は
お
ら
ず
、
二
〇
一
五
年
決
定
（
詳
し
く

は
後
述
）
で
、「
憲
法
上
直
接
の
給
付
請
求
権
は
、
病
に
よ
る
生
命
の
危
機
と
い
う
極
限
的
な
状
況
に
限
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
お
り）

（（
（

、

こ
れ
は
逆
に
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
は
憲
法
上
直
接
の
給
付
請
求
権
が
認
め
ら
れ
た
よ
う
に
も
読
め
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
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ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
基
本
権
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク
上
、
判
例
内
在
的
に
整
理
す
る
こ
と
が
難
し
い）

（（
（

。

（
三
）　

そ
の
後
の
展
開

　

ニ
コ
ラ
ウ
ス
決
定
が
下
さ
れ
た
の
ち
、
社
会
裁
判
所
は
、
多
く
の
個
別
事
例
に
お
い
て
―
―
連
邦
合
同
委
員
会
（
以
下
、
Ｇ
︲
Ｂ

Ａ
）
や
公
的
疾
病
保
険
の
評
価
手
続
の
助
け
を
借
り
る
こ
と
な
く
―
―
給
付
請
求
権
を
具
体
化
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た）

（（
（

。
同
時
に
、
同
決
定
が
「
疾
病
治
療
お
よ
び
と
り
わ
け

0

0

0

0

（insbesondere

）
生
命
を
脅
か
す
ま
た
は
通
常
死
に
至
る
病
の
治

療
に
対
す
る
給
付
」（
傍
点
筆
者
）
を
問
題
と
し
た
た
め
、
請
求
が
「
生
命
を
脅
か
す
病
」
を
超
え
て
、「
評
価
と
し
て
同
等
の
疾
病

（w
ertungsm

äßig vergleichbare Erkrankungen

）」
に
対
す
る
給
付
に
拡
張
さ
れ
る
の
か
も
判
断
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

立
法
者
も
こ
れ
に
応
え
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
二
二
日
の
改
正
で
、
広
い
意
味
で
の
「
ニ
コ
ラ
ウ
ス
請
求
権
」
を
連
邦
社
会
法
典
第

五
編
二
条
一
ａ
条
に
規
定
し
た
。
そ
れ
以
来
、
Ｇ
︲
Ｂ
Ａ
に
よ
る
治
療
方
法
の
評
価
以
前
に
、
ま
た
は
そ
れ
と
並
ん
で
、
給
付
を
求

め
る
多
く
の
訴
訟
が
社
会
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
て
お
り
、
Ｇ
︲
Ｂ
Ａ
が
合
理
的
か
つ
正
統
に
決
定
し
た
か
は
、「
ニ
コ
ラ
ウ
ス
」
バ

ル
ブ
の
開
放
以
来
、
も
は
や
ほ
と
ん
ど
テ
ー
マ
で
は
な
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る）

（（
（

。

　

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
二
〇
一
五
年
の
決
定
で
は
、
基
本
権
侵
害
を
十
分
に
説
明
し
て
い
な
い
と
し
て
、
疾
患
は
異
な
る
が
構
造

的
に
は
類
似
の
事
例
を
却
下
し
て
い
る）

（（
（

。
同
決
定
で
は
、
い
わ
ゆ
る
二
〇
〇
五
年
決
定
の
「
ニ
コ
ラ
ウ
ス
請
求
権
」
が
、「
評
価
と

し
て
同
等
の
疾
病
」
に
及
ぶ
こ
と
は
憲
法
上
要
請
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
本
件
は
ニ
コ
ラ
ウ
ス
請
求
権
の
射
程
外
に

あ
る
、
そ
れ
ゆ
え
当
然
に
憲
法
判
断
の
対
象
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
と
さ
れ
た
（Rn. 11 ff.

）。
こ
の
こ
と
は
、
二
〇
一
七
年
の
決
定

で
も
再
度
確
認
さ
れ
て
い
る）

（（
（

。
ま
た
、
二
〇
一
五
年
決
定
は
、
傍
論
で
、「
機
関
と
し
て
の
Ｇ
︲
Ｂ
Ａ
の
民
主
的
正
統
性
に
対
す
る

―
―
全
く
も
っ
て
重
大
な
―
―
全
般
的
か
つ
一
般
的
な
疑
念
を
持
ち
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
異
議
は
成
功
し
な
い
」
と
し
た
（Rn. 

22

）。
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四　
「
健
康
権
」
に
基
づ
く
審
査

　

そ
れ
で
は
、
ニ
コ
ラ
ウ
ス
決
定
の
審
査
手
法
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

（
一
）　

実
体
的
統
制
か
―
―
極
限
事
例
へ
の
限
定
？ 

　

こ
の
点
す
で
に
少
し
触
れ
た
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
二
〇
一
〇
年
の
ハ
ル
ツ
Ⅳ
判
決
と
は
対
照
的
に
、
実
体
的
統
制
を
行
っ
て
い

る
。
そ
れ
が
可
能
な
の
は
、
社
会
扶
助
事
案
の
よ
う
に
「
人
間
に
値
す
る
生
活
に
必
要
な
最
低
限
度
」
を
裁
判
所
が
見
積
も
る
必
要

が
な
く
、
患
者
＝
被
保
険
者
が
選
択
し
、
医
師
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
た
治
療
の
費
用
を
疾
病
金
庫
に
支
出
さ
せ
れ
ば
済
む
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
点
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
二
〇
一
五
年
決
定
で
、
ニ
コ
ラ
ウ
ス
請
求
権
が
「
迫
る
生
命
の
危
機
に
よ
り
特
徴
づ
け
ら
れ

る
個
人
の
窮
状
（N

otlage

）
の
存
在
」
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
に
限
定
を
加
え
て
歯
止
め
を
か
け
て
い
る

（Rn. 18

）。

　

と
も
あ
れ
、
そ
の
要
件
も
ク
リ
ア
す
れ
ば
、
一
切
の
留
保
な
し
に
給
付
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
か
、
す
な
わ
ち
そ
こ
で
は
経
済
性
要

請
が
働
か
な
い
と
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
議
論
を
続
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
二
〇
一
七
年
の
却
下
決
定
（
前
述
三
㈢
）
で
求

め
ら
れ
て
い
た
費
用
は
約
八
三
万
二
千
ユ
ー
ロ
（
一
ユ
ー
ロ
一
三
〇
円
と
し
て
約
一
億
一
千
万
円
）
で
あ
っ
た
。
前
述
の
通
り
、
公
的

疾
病
保
険
制
度
自
体
の
維
持
存
続
が
可
能
な
範
囲
で
し
か
給
付
は
可
能
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
（
前
述
二
㈢
２
の
「
可
能
性
の
留
保
」）。

　

フ
ス
タ
ー
に
よ
れ
ば
、「
公
的
疾
病
保
険
シ
ス
テ
ム
が
機
能
す
る
な
ら
、
そ
の
決
定
も
受
け
入
れ
ら
れ
う
る
し
、
受
け
入
れ
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
事
実
上
ま
た
は
法
的
正
統
性
の
観
点
か
ら
欠
陥
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
つ
い
て
何
か
変
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
基
本
権
的
給
付
請
求
権
に
関
す
る
抜
け
道
は
―
―
事
実
上
ま
た
は
推
定
上
―
―
『
シ
ス
テ
ム
不
全
』
を
補
填
す

る
の
に
適
切
で
は
な
い）

（（
（

」。
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（
二
）　

手
続
的
・
組
織
的
統
制
か
―
―
連
邦
合
同
委
員
会
の
法
的
正
統
性

　

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
Ｇ
︲
Ｂ
Ａ
の
法
的
正
統
性
に
関
す
る
議
論
で
あ
る）

（（
（

。
何
が
公
的
疾
病
保
険
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
治
療

な
の
か
に
つ
い
て
の
指
針
（Richtlinie

））
（（
（

を
決
定
す
る
Ｇ
︲
Ｂ
Ａ
の
手
続
的
・
組
織
的
統
制
に
目
を
向
け
る
べ
き
と
多
く
の
論
者
が

考
え
て
い
る
。
先
に
引
用
し
た
フ
ス
タ
ー
の
言
明
も
、
Ｇ
︲
Ｂ
Ａ
を
介
し
た
決
定
に
隙
間
や
誤
り
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
極
限
的

事
例
に
だ
け
憲
法
上
例
外
的
な
給
付
請
求
権
を
認
め
る
よ
り
も
、「
シ
ス
テ
ム
不
全
」
そ
れ
自
体
に
着
目
す
べ
き
と
い
う
指
摘
で
あ

る
。
ハ
イ
ニ
ヒ
も
、
も
う
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
組
織
的
・
手
続
法
的
統
制
を
挙
げ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
例
え
ば
「
決
定
機
関
の
民

主
的
正
統
性
が
保
障
さ
れ
て
い
る
か
、
手
続
は
透
明
か
、
利
害
関
係
者
は
十
分
に
聴
聞
さ
れ
る
か
、
手
続
の
構
造
か
ら
し
て
特
別
な

状
況
が
考
慮
さ
れ
う
る
か
、
十
分
な
欠
缺
回
避
措
置
が
存
在
す
る
か
、
不
認
可
決
定
に
対
す
る
十
分
な
権
利
保
護
が
保
障
さ
れ
て
い

る
か
」
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う）

（（
（

。
こ
の
点
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
憲
法
異
議
が
社
会
裁
判
所
の
下
し
た
諸
裁
判
に

向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
Ｇ
︲
Ｂ
Ａ
を
介
し
た
決
定
制
度
を
審
査
に
付
す
こ
と
を
避
け
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
ハ
ル
ツ
Ⅳ
判
決
を
み
て
も
分
か
る
通
り
、
実
体
的
統
制
と
手
続
的
統
制
は
排
斥
し
あ
う
も
の
で
は
な
い
。
例
外
状
況

に
お
け
る
実
体
的
統
制
は
留
保
し
つ
つ
も
、
一
般
的
な
シ
ス
テ
ム
不
全
の
治
癒
に
向
け
た
審
査
を
展
開
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

五　

お
わ
り
に

　

本
稿
は
、「
健
康
権
」
が
主
観
的
権
利
と
し
て
成
立
し
う
る
か
、
成
立
す
る
と
し
た
ら
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
探
る
試
み
で
あ
っ

た
。
日
本
と
ド
イ
ツ
に
お
け
る
法
状
況
を
重
ね
合
わ
せ
て
見
る
に
、
日
本
で
は
環
境
権
の
議
論
の
中
で
発
見
さ
れ
た
、
人
格
権
の
一

内
容
と
し
て
の
「
個
人
の
生
命
、
身
体
、
精
神
お
よ
び
生
活
に
関
す
る
利
益
」
は
、
ド
イ
ツ
で
は
基
本
法
二
条
二
項
一
文
の
生
命
お
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よ
び
身
体
を
害
さ
れ
な
い
権
利
と
同
位
相
に
あ
る
。
も
っ
と
も
そ
れ
は
、
基
本
的
に
、
防
御
権
お
よ
び
保
護
義
務
（
日
本
で
は
私
人

間
効
力
）
次
元
で
の
議
論
で
あ
っ
た
。

　
「
健
康
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
中
心
が
さ
ら
に
そ
の
先
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
次
に
問
題
と
な
る
の
は
医
療
に
対
す
る
給
付
請
求
権
で

あ
る
。
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
二
〇
〇
五
年
一
二
月
六
日
に
下
し
た
ニ
コ
ラ
ウ
ス
決
定
で
は
、
極
限
的
状
況
に
お
い
て
、
通
常

の
手
続
で
は
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
な
医
療
に
対
す
る
公
的
疾
病
保
険
給
付
が
憲
法
上
認
め
ら
れ
た
。
そ
れ
が
本
源
的
請
求
権
な
の
か

派
生
的
請
求
権
な
の
か
は
議
論
が
あ
る
と
こ
ろ
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
こ
れ
を
自
覚
的
に
論
じ
て
お
ら
ず
、
同
決
定
は
基
本
権
ド
グ

マ
ー
テ
ィ
ク
上
、
説
得
的
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
給
付
請
求
が
認
め
ら
れ
る
か
は
、
個
別
事
例
に
お
い
て
社
会
裁
判
所

が
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
む
し
ろ
給
付
決
定
に
大
き
な
影
響
を
も
つ
Ｇ
︲
Ｂ
Ａ
の
法
的
正
統
性
や
決
定
過
程
を

統
制
す
べ
き
と
の
指
摘
も
有
力
で
あ
る
。
仮
に
「
健
康
権
」
が
健
康
に
関
す
る
諸
制
度
の
合
理
化
を
求
め
る
よ
う
な
作
用
を
持
つ
と

す
れ
ば
、
日
本
で
い
え
ば
、
保
険
診
療
の
給
付
範
囲
の
設
定
に
関
す
る
、
例
え
ば
混
合
診
療
の
憲
法
問
題
を
考
え
る
う
え
で
大
き
な

示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

ま
た
「
健
康
権
」
の
問
題
は
、
よ
り
根
本
的
に
は
、
憲
法
の
番
人
で
あ
る
裁
判
所
が
、
積
極
的
な
社
会
政
策
の
番
人
で
も
あ
る
べ

き
な
の
か
と
い
う
問
い
を
も
投
げ
か
け
て
い
る）

（（
（

。
裁
判
所
が
社
会
国
家
の
形
成
権
限
に
つ
き
用
法
・
用
量
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
す
れ
ば
、
裁
判
所
へ
直
接
訴
え
か
け
る
主
観
的
権
利
と
し
て
の
「
健
康
権
」
に
つ
い
て
も
テ
ー
マ
を
絞
っ
て
成
立
範
囲
を
限
定

し
、
受
け
入
れ
可
能
な
審
査
手
法
も
セ
ッ
ト
で
提
示
す
る
必
要
が
あ
り
、
今
後
よ
り
精
緻
な
議
論
の
展
開
が
求
め
ら
れ
る）

（（
（

。
も
っ
と

も
、
日
本
国
憲
法
の
解
釈
論
と
し
て
成
立
す
る
か
に
つ
い
て
は
別
途
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
ろ
う）

（（
（

。

〔
付
記
〕
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費17H

070（2

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
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（
1
）　

近
年
こ
の
テ
ー
マ
に
着
目
す
る
所
論
と
し
て
、
大
沢
秀
介
「
ア
メ
リ
カ
の
農
業
政
策
と
憲
法
」
武
蔵
野
大
学
政
治
経
済
研
究
所
年
報

一
四
号
（
二
〇
一
七
年
）
三
七
頁
以
下
、
大
林
啓
吾
『
憲
法
と
リ
ス
ク
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
五
年
）
二
五
〇
頁
以
下
参
照
。

（
2
）　

健
康
権
に
関
わ
る
国
内
の
議
論
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
、
土
屋
仁
美
『
憲
法
に
お
け
る
健
康
権
の
保
障
と
食
品
の
安
全
性
の
確

保
』
博
士
論
文
（
法
政
大
学
、
二
〇
一
四
年
）
一
頁
以
下
（
同
三
九
頁
以
下
は
消
費
者
保
護
お
よ
び
食
品
安
全
法
制
を
主
に
扱
う
）。
さ

ら
に
国
際
人
権
レ
ベ
ル
の
議
論
と
し
て
、
棟
居
徳
子
「『
健
康
権 (the right to health)

』
の
国
際
社
会
に
お
け
る
現
代
的
意
義
」
社
会

環
境
研
究
一
〇
号
（
二
〇
〇
五
年
）
六
一
頁
以
下
。
も
っ
と
も
そ
れ
も
、
高
度
な
社
会
保
障
・
医
療
・
公
衆
衛
生
の
水
準
を
持
つ
先
進
諸

国
を
対
象
と
し
た
議
論
で
あ
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。

（
（
）　

最
大
判
昭
和
五
〇
年
四
月
三
〇
日
民
集
第
二
九
巻
四
号
五
七
二
頁
。

（
（
）　

最
判
平
成
元
年
一
月
二
〇
日
刑
集
四
三
巻
一
号
一
頁
。

（
5
）　

佐
藤
幸
治
『
日
本
国
憲
法
論
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
一
年
）
一
八
六
頁
。

（
（
）　

大
阪
高
判
昭
和
五
〇
年
一
一
月
二
七
日
判
時
七
九
七
号
三
六
頁
。
こ
れ
に
対
し
、
最
大
判
昭
和
五
六
年
一
二
月
一
六
日
民
集
三
五
巻

一
〇
号
一
三
六
九
頁
は
、「
身
体
に
対
す
る
侵
害
、
睡
眠
妨
害
、
静
穏
な
日
常
生
活
の
営
み
に
対
す
る
妨
害
等
の
被
害
及
び
こ
れ
に
伴
う

精
神
的
苦
痛
」
へ
の
賠
償
請
求
が
成
立
し
う
る
と
し
つ
つ
も
、
憲
法
一
三
条
で
基
礎
づ
け
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

（
7
）　

奥
平
康
弘
『
憲
法
Ⅲ
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
三
年
）
三
二
頁
参
照
。

（
8
）　

多
く
の
ド
イ
ツ
諸
州
の
憲
法
に
は
、
該
当
す
る
規
定
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
ベ
ル
リ
ン
憲
法
二
二
条
二
項
や
ブ
レ
ー
メ
ン
憲
法
五

七
条
二
項
等
。

（
9
）　V

gl. P. K
irchhof, Ein Recht auf Gesundheit?, in: Schum

pelick/V
ogel (H

rsg.), V
olkskrankheiten, 2009, S. （（ ff.; 

H
. L

andau, Gesundheit als Staatsziel?, in: Schum
pelick/V

ogel (H
rsg.), V

olkskrankheiten, 2009, S. 589 ff.; C
. 

P
estalozza, D

as Recht auf Gesundheit, Bundesgesundheitsblatt 2007, S. 111（ ff. V
gl. E

. Schm
idt-A

ßm
ann, 

Grundrechtspositionen und Legitim
ationsfragen im

 öffentlichen Gesundheitsw
esen, 201（, S. 1 ff.

（
10
）　

注
（
1
）
で
引
用
し
た
、
大
沢
秀
介
の
フ
ー
ド
・
ポ
リ
シ
ー
に
関
す
る
所
論
、
大
林
啓
吾
の
公
衆
衛
生
に
関
す
る
リ
ス
ク
論
は
、
こ

こ
に
属
す
る
。

（
11
）　Pestalozza (Fn. 9), S. 111（.
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（
12
）　K

irchhof (Fn. 9), S. （（.

（
1（
）　Pestalozza (Fn. 9), S. 111（.

（
1（
）　V

gl. Pestalozza (Fn. 9), S. 1115.
（
15
）　BV

erfGE 5（, 5（ (7（ ff.). 

ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
〔
第
二
版
〕』（
信
山
社
、
二
〇
〇
三
年
）
七
八
頁

以
下
［
松
本
和
彦
執
筆
］
参
照
。

（
1（
）　BV

erfG, Beschl. vom
 11.08.1999, 1 BvR 2181/98, N

JW
 1999, （（99 (（（00). 

ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
『
ド
イ
ツ
の
憲

法
判
例
Ⅲ
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
八
年
）
六
三
頁
以
下
［
柏
崎
敏
義
執
筆
］
参
照
。

（
17
）　BV

erfGE 115, 25 (（9). 

ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
・
前
掲
注
（
1（
）
三
九
〇
頁
以
下
［
斎
藤
孝
執
筆
］
参
照
。

（
18
）　V

gl. Pestalozza (Fn. 9), S. 1115 f.

（
19
）　

こ
の
こ
と
は
、
篠
原
永
明
「『
指
導
原
理
』・
客
観
法
・
憲
法
上
の
権
利
」
甲
南
法
学
五
七
巻
一
・
二
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
五
九
頁

以
下
が
指
摘
す
る
「
指
導
原
理
」
実
現
モ
デ
ル
を
選
択
し
た
結
果
で
も
あ
る
。

（
20
）　V

gl. Pestalozza (Fn. 9), S. 111（.

（
21
）　

二
〇
〇
五
年
ニ
コ
ラ
ウ
ス
決
定
以
前
だ
が
社
会
保
険
給
付
の
引
き
下
げ
を
扱
っ
た
論
考
と
し
て
、
斎
藤
孝
「『
社
会
保
険
給
付
請
求

権
』
の
法
的
作
用
（
一
）
～
（
三
・
完
）」
聖
徳
学
園
岐
阜
教
育
大
学
紀
要
三
二
巻
（
一
九
九
六
年
）
三
三
七
頁
、
三
四
巻
（
一
九
九
七

年
）
二
〇
一
頁
、
三
五
巻
（
一
九
九
八
年
）
一
五
三
頁
参
照
。
近
時
ア
メ
リ
カ
の
医
療
保
険
改
革
を
憲
法
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
も
の
と

し
て
、
坂
田
隆
介
「
医
療
保
険
改
革
法
と
ア
メ
リ
カ
憲
法
（
一
）
～
（
二
・
完
）」
立
命
館
法
学
三
五
六
号
（
二
〇
一
四
年
）
一
一
二
一

頁
、
三
五
九
号
（
二
〇
一
五
年
）
七
五
頁
。
も
っ
と
も
ア
メ
リ
カ
連
邦
憲
法
上
問
題
と
な
る
の
は
、
連
邦
議
会
の
権
限
（
州
際
通
商
条
項

お
よ
び
課
税
権
限
）
で
あ
る
。

（
22
）　V

gl. Schm
idt-A

ßm
ann (Fn. 9), S. 15 f. 

健
康
と
疾
病
は
、
す
ぐ
れ
て
個
人
的
な
も
の
で
、
人
生
の
プ
ロ
セ
ス
（
例
え
ば
「
老
齢

は
病
か
？
」）
に
関
連
し
、
社
会
的
に
も
規
定
さ
れ
る
こ
と
が
特
徴
と
さ
れ
、
そ
の
判
断
主
題
と
し
て
は
、
基
本
権
主
体
、
医
療
専
門
職
、

国
家
機
関
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

（
2（
）　V

gl. O
. Lepsius, D

as V
erhältnis von Sicherheit und Freiheitsrechten in der Bundesrepublik D

eutschland nach 
dem

 11. Septem
ber 2001, S. 1（ ff.
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（
2（
）　V

gl. Pestalozza (Fn. 9), S. 1117.
（
25
）　V

gl. Pestalozza (Fn. 9), S. 1117.
（
2（
）　V

gl. Pestalozza (Fn. 9), S. 1117 f.

（
27
）　

笠
木
映
里
『
公
的
医
療
保
険
の
給
付
範
囲
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）
九
頁
以
下
、
同
「
日
本
の
医
療
保
険
制
度
に
お
け
る
『
混

合
診
療
禁
止
原
則
』
の
機
能
」
新
世
代
法
政
策
学
研
究
一
九
号
（
二
〇
一
三
年
）
二
二
一
頁
以
下
、
小
山
剛
ほ
か
編
『
判
例
か
ら
考
え
る

憲
法
』（
法
学
書
院
、
二
〇
一
四
年
）
二
一
七
頁
以
下
［
畑
尻
剛
執
筆
］
参
照
。

（
28
）　BV

erfGE 115, 25. 

ニ
コ
ラ
ウ
ス
決
定
の
通
称
は
、
同
決
定
が
下
さ
れ
た
一
二
月
六
日
が
聖
ニ
コ
ラ
ウ
ス
の
日
で
あ
っ
た
こ
と
に
由

来
す
る
。T. K

ingreen, V
erfassungsrechtliche Grenzen der Rechtsetzungsbefugnis des Gem

einsam
en Bundesausschusses 

im
 Gesundheitsrecht, N

JW
 200（, 880. 

要
約
と
し
て
、JZ 200（, （（（ ff.

を
参
照
。

（
29
）　H

.M
. H

einig, H
üter der W

ohltaten?, N
V

w
Z 200（, 771.

（
（0
）　BV

erfGE 125, 175. 

詳
し
く
は
、
拙
稿
「『
生
存
権
』
の
法
的
性
質
」
法
学
政
治
学
論
究
一
一
〇
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
〇
一
頁
以

下
参
照
。

（
（1
）　

ペ
ー
タ
ー
・
Ｍ
・
フ
ー
バ
ー
（
拙
訳
）「
国
民
発
案
と
憲
法
裁
判
権
と
の
間
の
議
会
制
」
日
本
法
学
八
三
巻
二
号
（
二
〇
一
七
年
）

二
五
五
頁
は
、「
実
体
法
的
規
準
が
結
局
役
立
た
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
プ
ロ
セ
ス
化
へ
と
転
調
す
る
。
そ
れ
も
、
立
法
者
へ
の
圧
力
が
大

き
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
説
明
す
る
。

（
（2
）　

拙
稿
「
社
会
国
家
・
社
会
国
家
原
理
・
社
会
法
」
法
学
政
治
学
論
究
一
〇
一
号
（
二
〇
一
四
年
）
二
一
四
頁
以
下
参
照
。

（
（（
）　F. H

ase, Sozialrecht, in: V
esting/K

orioth (H
rsg.), D

er Eigenw
ert des V

erfassungsrechts, 2011, S. 1（0 f.

（
（（
）　

小
山
剛
『「
憲
法
上
の
権
利
」
の
作
法
〔
第
三
版
〕』（
尚
学
社
、
二
〇
一
六
年
）
一
七
八
頁
参
照
。

（
（5
）　BV

erfG, Beschl. vom
 10.11.2015, 1 BvR 205（/12, Rn. 18.

（
（（
）　

批
判
と
し
て
、S. H

uster, JZ 200（, （（7; H
einig (Fn. 29), S. 771.

（
（7
）　

Ｇ
︲
Ｂ
Ａ
に
よ
る
給
付
範
囲
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
笠
木
・
前
掲
注
（
27
）
二
〇
〇
八
年
・
八
五
頁
以
下
参
照
。

（
（8
）　S. H

uster, Ein Gericht rudert zurück, V
erfassungsblog am

 1（.05.2017.

（
（9
）　BV

erfG, Beschl. vom
 10.11.2015, 1 BvR 205（/12.
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（
（0
）　BV

erfG, Beschl. vom
 11.0（.2017, 1 BvR （52/17.

（
（1
）　H

uster (Fn. （8).
（
（2
）　

二
〇
一
五
年
決
定
直
前
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
裁
判
官
の
Ｆ
・
キ
ル
ヒ
ホ
フ
は
、
Ｇ
︲
Ｂ
Ａ
の
憲
法
上
の
正
統
性
に
つ
い
て
疑
念
を

表
明
し
た
と
さ
れ
る
。V

gl. Ä
rzte und K

rankenkassen entscheiden selbst, FA
Z vom

 20.11.2015.
（
（（
）　

Ｇ
︲
Ｂ
Ａ
指
針
の
法
的
性
格
と
そ
の
問
題
点
に
つ
き
、
赤
坂
幸
一
「
新
た
な
秩
序
形
成
プ
ロ
セ
ス
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
七
五
一
号
（
二

〇
一
七
年
）
七
五
頁
以
下
参
照
。

（
（（
）　H

einig (Fn. 29), 77（.

（
（5
）　H

einig (Fn. 29), 77（.

（
（（
）　

憲
法
上
直
接
の
給
付
請
求
権
の
承
認
は
、
権
力
分
立
の
観
点
か
ら
は
、
相
当
副
作
用
の
強
い
劇
薬
で
あ
る
。
枠
組
的
権
利
は
、
こ
れ

を
緩
和
す
る
手
法
の
一
つ
で
も
あ
る
。
憲
法
上
の
枠
組
的
権
利
に
つ
き
、
拙
稿
・
前
掲
注
（
（0
）
一
一
一
頁
以
下
参
照
。
法
律
上
の
公
的

疾
病
保
険
給
付
請
求
権
も
、
枠
組
的
権
利
と
解
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
き
、
笠
木
・
前
掲
注
（
27
）
二
〇
〇
八
年
・
九
七
頁
以
下
参
照
。

（
（7
）　

拙
稿
「
国
家
目
標
規
定
の
憲
法
理
論
的
意
義
」
比
較
憲
法
学
研
究
二
九
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
四
三
頁
参
照
。


